
  発行／奄美市議会
  編集／奄美市議会だより編集委員会
  〒 894-8555
  鹿児島県奄美市名瀬幸町 25 番８号
  ＴＥＬ ： （0997） 52-1111
  ＦＡＸ ： （0997） 52-2815
  Ｅメール ： gikai@city.amami.lg.jp

第 2 回定例会

2026 年 6月15日～7月7日

所 管 事 務 調 査 報 告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・P10

第 ２ 回 定 例 会 の 主 な 議 案 ・・・・・・・・・P８ ～ P９

第 ２ 回 定 例 会 常 任 委 員 会 ・・・・・・・・・・・・ P９

第 ２ 回 定 例 会 一 般 質 問・・・・・・・・・・・P２ ～ P７

令 和 ７ 年 度 政 務 活 動 費 報 告 ・・・・・・・・・・・P11

第82号 2026.9

市議会だより市議会だより市議会だより市議会だより市議会だよりあまみ

▲ 8 月 2 日　第 63 回奄美まつり （パレード）

活 動 報 告 ／ あ と が き ・・・・・・・・・・・・・・・ P12
： gikai@city.amami.lg.jp



令和８年９月 2

  第 2 回定例会 一般質問

   市政を問う
　一般質問とは、議員が、市政全般にわたる施策の状況や方針などについて市の考えを問うものです。

６月１６日から１９日の４日間で１７名の議員が市当局に問い質しました。

　主な項目について、議員本人が質問と答弁を要約したものをご紹介します。

１日目 ２日目 ３日目

１ 奥 晃郎
２ 奥 輝人
３ 正野 卓矢
４ 永田 清裕
５ 盛 剛

１ 幸多 拓磨 
２ 朝木 一仁
３ 大庭 梨香
４ 帶屋 誠二

１ 﨑田 信正
２ 前田 要
３ 叶 幸治
４ 泉 義昭

４日目

１ 栄 ヤスエ
２ 竹山 耕平
３ 西 忠男
４ 瀧 真一郎

録画配信は
こちら⇒

(YouTube)

奄美市議会 録画配信

問

新
年
度
業
務
は
計
画
に

基
づ
き
進
行
し
て
い
る
か

答

令
和
８
年
度
事
業
に
つ
い

て
は
、
各
部
局
に
お
い
て
執

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、

着
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
複
雑
化
し
て
お

り
、
物
価
高
騰
へ
の
対
応
を

は
じ
め
、
国
・県
の
制
度
改
正
、

資
材
不
足
や
労
務
単
価
の
上

昇
な
ど
、
事
業
執
行
に
影
響

を
及
ぼ
す
要
因
も
あ
る
。
こ

の
た
め
、
一
部
の
事
業
に
お
い

て
は
、
当
初
の
予
定
ど
お
り

に
進
ま
な
い
場
合
や
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
必
要

と
な
る
場
合
も
あ
る
。

本
市
で
は
、
事
業
の
進
捗
に

課
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

そ
の
都
度
、
担
当
部
局
に
お

い
て
要
因
を
把
握
し
、
必
要

な
対
応
を
検
討
す
る
な
ど
、

事
業
の
円
滑
な
執
行
に
努
め

て
い
る
。

ま
た
、
庁
内
会
議
や
各
種
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
事
業

の
進
捗
状
況
や
課
題
の
共
有

を
図
り
必
要
な
改
善
処
置

を
講
じ
て
い
る
。
特
に
、
複

数
の
部
署
が
関
係
す
る
事
業

や
、
市
民
生
活
に
影
響
が
大

き
い
課
題
に
つ
い
て
は
、
担

当
課
だ
け
で
課
題
を
抱
え
込

む
こ
と
が
な
い
よ
う
、
庁
内

で
情
報
を
共
有
し
、
必
要
に

応
じ
て
部
局
横
断
的
に
対
応

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
各
施
策

の
着
実
な
推
進
に
向
け
、
各

事
業
の
進
捗
状
況
を
適
切
に

把
握
し
な
が
ら
、
課
題
の
早

期
発
見
と
迅
速
な
対
応
に
努

め
る
。

【そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◎
農
林
水
産
部
長
、
建
設
部

長
、
保
健
福
祉
部
長
、
商
工

観
光
情
報
部
長
、
市
民
環
境

部
長
の
新
着
任
部
長
５
名
に

対
し
行
政
運
営
等
に
つ
い
て

質
疑
し
た

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

奥 晃郎
自民党新政会

（総務企画委員）

問

各
小
中
学
校
の
導
入
状

況
に
つ
い
て

答

現
在
の
実
施
校
は
、
市

内
２７
校
中
、
小
学
校
１０
校
、

中
学
校
４
校
、
小
中
併
設
校

２
校
。
現
在
導
入
に
至
っ
て

い
な
い
学
校
は
、
名
瀬
小
、

奄
美
小
、
朝
日
小
、
小
宿
小
、

大
川
小
中
、
芦
花
部
小
中
、

名
瀬
中
、
小
宿
中
、
赤
木
名

小
、
屋
仁
小
、
赤
木
名
中
学

校
の
計
１１
校
。

問

フ
ッ
化
物
洗
口
推
進
委
員

６
名
の
活
動
内
容
と
誰
に
委

嘱
し
て
い
る
の
か

答

フ
ッ
化
物
洗
口
の
円
滑
な

導
入
及
び
モ
デ
ル
校
支
援
等

を
目
的
と
し
て
平
成
３０
年
度

に
フ
ッ
化
物
洗
口
推
進
会
議

を
設
置
し
、
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
、
校
長
協
会
、
行

政
等
の
関
係
機
関
か
ら
推
進

委
員
を
委
嘱
し
て
、
年
２
回

程
度
会
議
を
開
催
し
て
い
た
。

な
お
、
本
会
議
は
フ
ッ
化
物

洗
口
の
導
入
初
期
に
お
け
る

体
制
整
備
や
課
題
整
理
、
各

学
校
へ
の
導
入
支
援
を
目
的

と
し
て
設
置
し
て
お
り
、
令

和
元
年
度
以
降
は
推
進
会

議
、
委
員
委
嘱
等
は
行
っ
て

い
な
い
。

問

そ
の
後
、
推
進
委
員
会

を
開
催
し
て
い
な
い
理
由
は

答

導
入
初
期
に
お
い
て
関

係
機
関
と
の
連
携
や
導
入
体

制
の
整
備
等
に
取
り
組
み
、

一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
後
は
開
催
し
て

い
な
い
。
今
後
、
各
学
校
に

お
け
る
課
題
の
共
有
や
改
善

策
の
協
議
等
を
目
的
に
、
開

催
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

答

「
奄
美
市
第
３
期
教
育

振
興
基
本
計
画
」
に
お
い
て

も

「フ
ッ
化
物
洗
口
の
完
全

実
施
に
向
け
て
、
関
係
機
関

と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
教

職
員
及
び
保
護
者
へ
の
啓
発

活
動
に
努
め
る
」
と
明
記
し

て
い
る
。
教
職
員
や
保
護
者

を
対
象
と
し
た
説
明
会
の
開

催
、
専
門
家
に
よ
る
正
し
い

知
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
、

子
供
達
の
将
来
に
わ
た
る
歯

と
口
の
健
康
づ
く
り
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

フ
ッ
化
物
洗
口
の導

入
状
況
に
つ
い
て

奥 輝人
無所属

（文教厚生委員）
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問

基
本
的
な
考
え
方
と
今

年
度
の
取
組
に
つ
い
て

答

議
会
提
言

「
災
害
に
強

い
シ
マ
づ
く
り
」
を
踏
ま
え
つ

つ
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

く
防
災
・
減
災
対
策
を
進
め

て
い
く
。
今
年
度
着
手
す
る

取
組
と
し
て
、
備
蓄
台
帳
の

デ
ジ
タ
ル
化

（
備
蓄
状
況
の

見
え
る
化
・
適
正
管
理
）、
個

別
避
難
計
画
の
作
成

（災
害

時
の
安
否
確
認
・
避
難
支
援

体
制
の
充
実
）、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
入
体
制
に
お
け
る

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、

情
報
伝
達
体
制
の
強
化
に
つ

い
て
は
ラ
ジ
オ
・
S
N
S
・
エ

リ
ア
メ
ー
ル
な
ど
、
複
数
の

手
段
を
組
み
合
わ
せ
た
多
層

的
な
伝
達
体
制
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
平
時
か
ら
の

「あ

ま
み
エ
フ
エ
ム
」
と
の
連
携
強

化
を
進
め
て
い
く
。
防
災
ラ

ジ
オ
配
布
に
つ
い
て
は
、
防

災
上
必
要
と
す
る
皆
様
へ
行

き
渡
る
よ
う
、
計
画
的
に
調

達
・
配
布
を
進
め
る
。

問

公
民
館
・
集
会
施
設
の

L
E
D
化
に
つ
い
て
課
題
と

今
後
の
方
針
は

答

照
明
設
備
の
維
持
・
更

新
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

費
用
に
つ
い
て
も
自
治
会
の

み
で
の
負
担
が
困
難
で
あ
る

こ
と
も
認
識
し
て
い
る
。
現

在
、
照
明
設
備
の
状
況
に
つ

い
て
調
査
確
認
中
で
あ
り
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
施
設

ご
と
の
状
況
を
整
理
し
た
う

え
で
、
よ
り
効
果
的
な
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。

問

県
に
よ
る
楽
器
運
搬
支

援
の
予
算
化
を
受
け
て
奄
美

市
独
自
の
上
乗
せ
支
援
は

答

県
が
楽
器
運
搬
輸
送
費

を
補
助
対
象
と
し
た
こ
と
は
、

意
義
あ
る
も
の
と
受
け
止
め

て
い
る
。
県
の
制
度
活
用
に

よ
る
負
担
軽
減
効
果
を
把
握

し
た
上
で
、
次
年
度
予
算
編

成
に
向
け
て
、
奄
美
市
の
独

自
の
支
援
の
在
り
方
を
検
討

す
る
。

「災
害
に
強
い
シ
マ
づ
く
り
」

～
今
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
～

正野 卓矢
チャレンジ奄美
（産業建設委員）

問

市
民
生
活
や
事
業
経
営

者
の
景
況
感
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か

答

中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に

伴
う
原
油
高
や
資
材
高
騰
が

市
民
生
活
お
よ
び
地
域
経
済

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

既
存
の
支
援
策
を
継
続
し
つ

つ
、
民
間
団
体
等
と
の
意
見

交
換
を
通
じ
て
実
態
に
即
し

た
対
策
を
検
討
し
、
追
加
の

補
正
予
算
を
計
上
す
る
。

問

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
任
用
に
つ
い
て

答

近
年
の
激
甚
化
す
る
自

然
災
害
や
安
全
保
障
環
境
の

目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
に
対
応

す
る
た
め
自
衛
官
経
験
者
を

「
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

と
し
て
採
用
す
る
予
定
。
こ

れ
に
よ
り
専
門
的
な
知
見
に

基
づ
く
危
機
管
理
体
制
の
構

築
と
自
衛
隊
等
の
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
を
図
る
。
ま

た
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

お
い
て
も
好
循
環
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
と
期
待
す
る
。

問

奄
振
法
の
継
続
と
拡
充

に
つ
い
て

答

奄
美
群
島
振
興
開
発
特

別
措
置
法
は
７０
年
以
上
に
わ

た
っ
て
奄
美
群
島
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
産
業
振
興
に

大
き
く
貢
献
を
し
て
き
た
重

要
な
制
度
で
、
今
年
度
は
折

り
返
し
と
な
る
時
期
で
あ
る
。

奄
振
法
の
延
長
・
拡
充
に
向

け
て
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず

民
間
事
業
者
等
の
課
題
解
決

が
重
要
で
あ
る
。
今
後
も
官

民
一
体
と
な
っ
て
国
に
届
け
る

活
動
を
推
進
す
る
。
物
価
高

騰
を
背
景
と
し
た
予
算
総
額

の
底
上
げ
や
補
助
率
の
か
さ

上
げ
も
重
要
な
課
題
と
し
て

認
識
し
て
い
る
。

問

教
育
行
政
と
未
利
用
財

産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

答

未
利
用
の
学
校
施
設
や

教
員
住
宅
、
公
共
施
設
の
跡

地
利
用
に
お
い
て

「
奄
美
市

公
共
施
設
等
民
間
提
案
制

度
」
の
活
用
や
地
域
実
情
に

即
し
た
議
論
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
と
学
校
が
一
体

と
な
る

「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
の
導
入
に
向
け
た

調
査
や
検
証
を
進
め
る
。

経
済
対
策
と
物
価
高
騰
へ
の

対
応
に
つ
い
て

永田 清裕
自民党新政会

（総務企画委員）

問

令
和
８
年
４
月
か
ら
始

ま
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
制
度
の
波
及
効
果
は

答

児
童
手
当
の
拡
充
や
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
及
び
子
育
て
環
境
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

問

産
前
産
後
に
係
る
補
助

制
度
の
う
ち
市
単
独
で
実
施

し
て
い
る
制
度
に
つ
い
て

答

妊
婦
歯
科
検
診
及
び
出

産
祝
い
金
支
給
事
業
を
行
っ

て
い
る
。

問

子
ど
も
が
小
学
校
へ
入
学

す
る
ま
で
月
１０
万
円
支
給
す

る
議
員
提
案
条
例
制
定
は
可

能
か
。
議
員
発
議
に
よ
る
条

例
は
あ
る
か

答

月
額
１０
万
を
小
学
校
入

学
ま
で
継
続
支
給
す
る
制
度

は
、
財
源
確
保
や
事
務
執
行

体
制
な
ど
検
討
が
必
要
で
あ

り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

施
策
全
体
の
中
で
今
後
研
究

す
る
。
議
員
提
案
に
よ
る
条

例
は

「奄
美
市
黒
糖
焼
酎
に

よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
条

例
」
な
ど
が
あ
る
。

問

国
旗
・
国
歌
が
歴
史
に
お

い
て
果
た
し
た
役
割
、
史
観

を
問
う

答

国
旗
・
国
歌
は
国
家
の
象

徴
で
あ
り
日
本
人
と
し
て
の

資
質
を
養
う
上
で
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
国
歌

「君
が
代
」

は
我
が
国
の
末
永
い
繁
栄
と

平
和
を
祈
念
し
た
歌
で
あ
る
。

自
国
の
国
旗
・
国
歌
を
大
切

に
し
、
他
国
も
同
様
に
尊
重

す
る
態
度
を
育
て
る
。

問

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

答

令
和
８
年
度
は
合
計
１１

名
を
配
置
。
主
な
業
務
は
、

不
登
校
の
原
因
や
家
庭
環
境

な
ど
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

が
抱
え
る
課
題
に
対
し
、
家

庭
と
学
校
、
福
祉
、
医
療
等

の
関
係
機
関
を
つ
な
ぎ
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

で
あ
る
。
本
年
度
の
予
算
は

１
４
０
０
万
円
程
度
。

【そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◎
居
場
所
作
り
に
つ
い
て

◎
公
営
植
物
園
の
必
要
性
に

つ
い
て

子
育
て
支
援
策

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

盛 剛
無所属

（総務企画委員）



令和８年９月 4

問

単
身
高
齢
者
を
は
じ
め
、

疾
患
や
障
害
等
に
よ
り
支
援

を
必
要
と
す
る
方
々
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
や
見
守
り

セ
ン
サ
ー
等
を
含
め
た
見
守

り
体
制
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て

答

支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
が
安
心
し
て
生
活
を
続

け
る
た
め
の
見
守
り
体
制
に

つ
い
て
は
、
議
員
か
ら
ご
紹

介
の
あ
っ
た
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
事
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
事
業
は
概
ね
65
歳
以
上
で

突
発
的
に
生
命
に
危
険
な
症

状
の
発
生
す
る
疾
病
を
有
す

る
方
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
７
年
度
は
25
件
設
置
し

て
い
る
。
見
守
り
セ
ン
サ
ー

等
に
よ
る
見
守
り
体
制
に
つ

い
て
は
、
議
員
ご
指
摘
の
と

お
り
、
個
人
情
報
等
の
取
扱

い
や
費
用
負
担
等
の
整
理
す

べ
き
課
題
も
多
く
あ
る
が
、

有
用
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
今
後
、
研
究
し
て
い
き

た
い
。

問

葬
儀
、
死
後
手
続
き
、

無
縁
仏
等
へ
の
不
安
に
対
す

る
本
市
の
現
状
認
識
お
よ
び

現
在
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

答

人
生
の
終
わ
り
に
向
け
た

活
動
、
終
活
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
高
齢
化
や
単
身
者
の

増
加
、
家
族
関
係
の
希
薄
化

を
背
景
に
、
身
寄
り
や
支
援

者
の
い
な
い
方
が
増
え
て
お

り
、
本
市
と
し
て
も
適
切
な

相
談
対
応
と
そ
の
記
録
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
終
活
に
関

す
る
相
談
と
し
て
は
、
つ
な

が
る
相
談
室
に
お
い
て
、
身

寄
り
の
な
い
方
の
葬
儀
や
墓

地
に
関
す
る
相
談
に
対
し
民

間
の
永
代
供
養
や
葬
儀
費
用

積
立
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
し
た
事
例
、
相
続
に
か
か

る
無
料
法
律
相
談
の
活
用
を

促
し
た
事
例
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
住
宅
の
退
去
お
よ
び

残
さ
れ
る
荷
物
の
相
談
に
つ

い
て
は
、
民
間
の
移
送
事
業

者
を
そ
れ
ぞ
れ
案
内
し
た
事

例
が
あ
る
。
引
き
続
き
関
係

各
課
と
連
携
し
、
相
談
対
応

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

終
活
支
援
及
び
地
域
に
お
け
る

見
守
り
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

幸多 拓磨
無所属

（文教厚生委員長）

問

A
I
時
代
に
対
応
す
る

デ
ジ
タ
ル
戦
略
に
つ
い
て

答

「し
あ
わ
せ
を
つ
な
ぐ
あ

ま
み
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
」
を

掲
げ
、
全
分
野
で
推
進
す
る
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も

人
口
や
施
設
一
覧
な
ど
15
の

項
目
で
掲
載
し
て
い
る
。
観

光
で
は
、
個
々
の
趣
向
に
合

わ
せ
た

「
自
分
だ
け
の
奄
美

旅
」
を
魅
力
的
な
も
の
と
捉

え
、
A
I
が
活
用
し
や
す
い

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
を
拡
充

し
、
あ
ま
み
大
島
観
光
物
産

連
盟
等
と
連
携
す
る
。
防
災

分
野
で
は
避
難
所
や
A
E
D

等
の
情
報
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
と
し
て
公
開
。
災
害
時
に

は
民
間
企
業
と
も
連
携
し
、

迅
速
な
情
報
発
信
を
行
う
。

デ
ジ
タ
ル
活
用
は
現
代
社
会

に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
り
、

今
後
も
D
X
推
進
計
画
に
基

づ
き
、
情
報
の
拡
充
と
市
民

が
利
用
し
や
す
い
形
式
で
の

提
供
を
加
速
さ
せ
る
。

問

集
落
所
有
の
公
民
館
の

老
朽
化
に
対
す
る
認
識
と
、

解
体
・
建
て
替
え
等
へ
の
支

援
策
は 

答

集
会
施
設
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
重
要
拠
点
で
あ
る
。

集
落
所
有
の
施
設
は
名
瀬
で

7
施
設
、
笠
利
で
11
施
設
。

現
在
施
設
と
し
て
利
用
し
て

い
な
い
施
設
は
住
用
・
笠
利

地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
1
施
設
あ

る
。
昭
和
期
の
建
築
も
多
く

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
倒

壊
等
の
危
険
性
は
地
域
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
人
口
減

少
や
高
齢
化
、
複
雑
な
権
利

関
係
等
が
課
題
と
な
り
、
地

域
単
独
で
の
費
用
確
保
や
権

利
関
係
の
整
理
が
困
難
な
事

例
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。

自
治
会
所
有
の
施
設
は
民
間

財
産
で
あ
る
た
め
直
接
的
な

公
費
支
出
は
慎
重
な
整
理
が

必
要
。
今
後
は
自
治
会
等
と

情
報
共
有
を
図
り
、
国
・
県

の
補
助
制
度
に
関
す
る
情
報

提
供
や
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
助
言
を
行
う
。
ま
た
今
後

の
支
援
の
あ
り
方
を
研
究
し

て
い
く
。

【そ
の
他
の
質
問
事
項
】

◎
奄
美
市
第
3
次
財
政
計
画

に
つ
い
て

な
つ
か
し
い
未
来
都
市
・

奄
美
市
の
実
現
に
向
け
て

朝木 一仁
チャレンジ奄美
（文教厚生委員）

問

本
市
の
低
出
生
体
重
児

（２
５
０
０
g
未
満
）
の
出
生

件
数
及
び
割
合
の
推
移
は

答

出
生
数

う
ち
低
出
生

体
重
児

割
合

R
2

２
９
２
人

３４
人

１１

・
６
％

R
3

２
８
５
人

３５
人

１２

・
３
％

R
4

２
９
４
人

３２
人

１０

・
９
％

R
5

２
４
２
人

３４
人

１４

・
０
％

R
6

２
２
５
人

３９
人

１７

・
３
％

問

母
乳
パ
ッ
ク
や
搾
乳
器
等

に
係
る
支
援
制
度
導
入
に
あ

た
っ
て
の
課
題
は

答

制
度
目
的
に
応
じ
て
対

象
者
の
限
定
が
必
要
。
財
源

に
つ
い
て
も
、
国
や
県
の
補

助
制
度
の
活
用
可
能
性
や
、

市
単
独
事
業
と
し
た
際
の
財

政
負
担
や
継
続
性
に
つ
い
て

検
討
が
必
要
。

問

妊
婦
の
R
S
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
者
数
等
は

答

今
年
度
4
月
か
ら
定
期

予
防
接
種
と
な
り
、
対
象
妊

婦
に
毎
月
案
内
を
し
て
い
る
。

5
月
末
時
点
で
６４
名
に
送

付
、
う
ち
２２
名
が
接
種
済
み
。

１
５
０
名
前
後
の
接
種
を
見

込
ん
で
い
る
。

問

高
齢
者
向
け
R
S
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
を
高
齢
者
予
防

施
策
の
１
つ
と
し
て
ど
う
位

置
付
け
て
い
る
か

答

特
に
基
礎
疾
患
を
有
す

る
高
齢
者
に
お
い
て
重
症
化

予
防
の
選
択
肢
の
１
つ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
１
回

あ
た
り
２
万
５
０
０
０
円
か

ら
３
万
円
で
、
助
成
制
度
を

創
設
す
る
場
合
は
市
単
独
事

業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
十
分
な
検
討
が
必
要
。

問

台
風
6
号
の
影
響
と
災

害
対
策
に
つ
い
て

答

停
電
情
報
の
発
信
に
つ
い

て
は
九
州
電
力
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
案
内
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
さ
れ
な
い

高
齢
者
に
は
個
別
に
対
応
。

6
月
3
日
、
住
用
総
合
支
所

に
充
電
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し

防
災
無
線
で
周
知
し
た
。

今
後
、
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
放
送
や
S
N
S
に
加
え
、

防
災
ラ
ジ
オ
、
個
別
受
信
機

の
配
置
を
さ
ら
に
進
め
る
。

母
乳
パ
ッ
ク
・
搾
乳
器
等
に
係
る

助
成
事
業
導
入
に
つ
い
て

大庭 梨香
公明党

（総務企画副委員長）



令和８年９月5

問

笠
利
地
区
の
モ
ク
マ
オ
ウ

に
つ
い
て

答

住
民
生
活
の
保
護
の
一
助

と
し
て
７
種
類
の
保
安
林
が

あ
り
、
総
面
積
は
８
４
３
・

６
h
a
。
一
般
家
庭
の
防
風
の

た
め
に
苗
の
販
売
や
譲
渡
を

し
た
こ
と
は
な
い
が
、
昭
和

４０
年
代
に
国
・
県
及
び
旧
笠

利
町
が
造
林
に
係
る
費
用
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
た

記
録
が
あ
り
、
推
奨
し
て
い

た
時
期
も
あ
る
。
現
在
は
推

奨
し
て
い
な
い
。
自
生
し
た

モ
ク
マ
オ
ウ

（
辺
留
地
区
の

海
岸
）
が
海
岸
線
や
景
観
に

対
し
影
響
や
変
化
を
も
た
ら

し
て
い
る
個
所
も
あ
る
の
で
、

地
域
か
ら
の
意
見
が
あ
っ
た

ら
海
岸
を
管
理
す
る
県
と
連

携
し
て
意
見
を
伺
い
た
い
。

問

名
瀬
地
区
で
伐
採
し
た

モ
ク
マ
オ
ウ
の
再
利
用
に
つ
い

て答

伐
採
し
た
約
9
4
0
本

の
モ
ク
マ
オ
ウ
の
処
分
に
つ
い

て
発
注
先
の
あ
ま
み
大
島
森

林
組
合
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

指
宿
市
の
か
つ
お
節
工
場
へ

ま
き
材
と
し
て
出
荷
し
た
と

の
こ
と
。
ま
き
材
や
炭
等
と

し
て
再
利
用
す
る
に
あ
た
り

課
題
は
多
い
が
、
関
係
機
関

や
事
業
者
と
有
効
活
用
の
可

能
性
を
検
討
し
、
効
率
的
か

つ
適
正
な
処
理
に
努
め
た
い
。

問

お
が
み
山
公
園
の
民
間

管
理
と
利
用
者
の
駐
車
場
に

つ
い
て

答

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し

て
の
清
掃
や
植
樹
は
大
変
あ

り
が
た
い
。
担
当
課
へ
届
出

い
た
だ
け
た
ら
対
応
す
る
。

市
役
所
駐
車
場
を
無
料
開
放

す
る
こ
と
は
認
め
て
い
な
い

が
、
利
用
の
た
め
の
環
境
整

備
は
重
要
で
あ
る
の
で
関
係

課
と
情
報
共
有
に
努
め
た
い
。

問

駐
屯
地
開
設
記
念
の
自

衛
隊
パ
レ
ー
ド
に
つ
い
て

答

節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念

事
業
の
１
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
る
。
市
民
生
活
へ
の
影
響

や
関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
、

十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
駐
屯
地
や
関
係
機
関

と
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

奄
美
市
の
モ
ク
マ
オ
ウ
に
つ
い
て

帶屋 誠二
無所属

（総務企画委員長）

問

本
人
の
同
意
な
し
で
提

供
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
個

人
情
報
で
あ
る
。
自
衛
隊
へ

の
名
簿
提
供
に
あ
た
っ
て
本

人
の
同
意
は

答

自
衛
官
募
集
事
務
に
係

る
名
簿
提
供
に
つ
い
て
は
、

住
民
基
本
台
帳
法
と
の
関
係

に
お
い
て
問
題
に
な
ら
な
い

と
の
見
解
が
防
衛
省
と
総
務

省
か
ら
通
知
さ
れ
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
は
同
意
を
得

て
い
な
い
。
名
簿
対
象
者
で

提
供
を
望
ま
な
い
方
に
対
し
、

除
外
申
請
を
受
け
付
け
て
い

る
。

問

軍
備
拡
大
は
抑
止
に
な

ら
ず
戦
争
に
つ
な
が
る
状
況

だ
と
思
う
が
認
識
は

答

防
衛
力
の
強
化
や
軍
備

拡
大
が
地
域
の
緊
張
を
高
め

る
の
で
は
な
い
か
、
戦
争
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
や
懸
念
が
あ
る
こ
と

は
、
市
と
し
て
も
報
道
な
ど

を
通
し
て
認
識
し
て
い
る
。

国
に
対
し
て
外
交
努
力
を
基

本
と
し
た
平
和
的
解
決
、
十

分
な
情
報
提
供
、
住
民
生
活

へ
の
配
慮
を
求
め
る
と
と
も

に
、
市
と
し
て
も
、
国
・
県
・

関
係
機
関
と
連
携
し
、
市
民

の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

問

最
高
裁
で
違
法
と
さ
れ

た
国
に
よ
る
生
活
保
護
減
額

の
補
償
と
周
知
に
つ
い
て

答

今
回
の
判
決
に
つ
い
て

は
、
国
民
の
最
低
生
活
を
保

障
す
る
生
活
保
護
制
度
へ
の

信
頼
を
損
な
い
か
ね
な
い
も

の
と
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

引
き
続
き
適
正
な
保
護
行
政

の
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

対
象
と
な
る
世
帯
の
方
々
が

円
滑
に
追
加
給
付
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
国
・
県
と
連
携
し

な
が
ら
丁
寧
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問

生
活
保
護
世
帯
の
エ
ア
コ

ン
購
入
に
助
成
を

答

平
成
３０
年
度
よ
り
生
活

保
護
を
受
給
さ
れ
る
世
帯
で

必
要
な
場
合
、
購
入
費
用
が

認
め
ら
れ
た
。
以
前
か
ら
の

受
給
者
は
対
象
と
な
ら
な
い
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
の
利
用

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
の

現
状
に
つ
い
て

﨑田 信正
日本共産党

（文教厚生委員）

問

宿
泊
税
導
入
検
討
に
む

け
た
奄
美
市
の
現
状
に
つ
い

て
説
明
を

答

令
和
４
年
度
に
設
置
し

た

「奄
美
市
世
界
自
然
遺
産

活
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

コ
ア
メ
ン
バ
ー
に
よ
る

「公
民

連
携
会
議
」
に
お
い
て
、
法

定
外
目
的
税
導
入
の
検
討
委

員
会
設
置
の
提
言
を
い
た
だ

き
、
令
和
５
年
度
に

「
世
界

自
然
遺
産
に
関
す
る
新
た
な

財
源
創
設
検
討
委
員
会
」
を

設
置
。
全
７
回
の
検
討
の
結

果
、
令
和
７
年
３
月
に

「
宿

泊
税
の
徴
収
に
よ
る
新
た
な

財
源
確
保
の
方
策
を
制
度
化

す
る
こ
と
が
妥
当
」
と
の
答

申
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
令
和
７
年
度
は
宿
泊

税
導
入
済
み
自
治
体
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
本
市
宿
泊
事
業

者
と
の
意
見
交
換
会
、
島
外

の
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
を
実
施
し
、
現
在
は
宿
泊

税
導
入
に
あ
た
っ
て
の
課
題

整
理
を
進
め
て
い
る
。

問

観
光
業
関
連
に
は
宿
泊

業
の
他
多
く
の
方
々
が
勤
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
来
島
者

に
と
っ
て
は
ま
る
ご
と
が
奄

美
大
島
で
あ
る
。
奄
美
大
島

は
５
市
町
村
で
形
成
さ
れ
て

い
る
が
、
何
故
１
自
治
体
の

み
が
先
行
す
る
の
か

答

宿
泊
税
を
は
じ
め
と
す
る

法
定
外
目
的
税
に
つ
い
て
は
、

地
方
税
法
に
基
づ
き
各
市
町

村
が
条
例
を
定
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問

市
営
住
宅
収
入
超
過
者

認
定
通
知
書
に
つ
い
て
、
日

付
が
２
月
１６
日
で

「３
月
中

に
明
け
渡
す
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る

が
担
当
者
は
ご
本
人
様
宅
へ

お
伺
い
し
説
明
さ
れ
た
か

答

今
回
は
１
１
５
件
が
該

当
し
、
自
宅
へ
訪
問
し
説
明

す
る
こ
と
は
、
業
務
量
を
考

慮
し
て
も
困
難
で
あ
る
。

宿
泊
税
導
入
に
つ
い
て

｟反
対
の
立
場
か
ら
意
見
｠

前田 要
無所属

（産業建設委員）

▲検討現状についてと
りまとめた資料を奄美
市のホームページで
ご覧いただけます。
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問

大
規
模
災
害
・
有
事
に

お
け
る
具
体
的
な
対
策
や
取

組
を
伺
う

答

食
料
は
市
民
の
生
命
と

健
康
を
守
る
う
え
で
最
も
基

本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
特

に
外
海
離
島
環
境
下
に
あ
る

本
市
に
お
い
て
は
、
自
然
災

害
等
に
よ
り
海
上
・
航
空
輸

送
が
制
限
さ
れ
た
場
合
、
本

土
か
ら
の
食
料
供
給
に
大
き

な
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
る
。
本
市
で
は
地
域
防
災

計
画
に
お
い
て
、
災
害
時
に

お
け
る
り
災
者
及
び
災
害
応

急
対
策
員
等
に
対
す
る
食
料

の
調
達
・
供
給
は
市
が
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
米
穀
に
つ
い
て
、
国

や
県
の
手
続
き
に
基
づ
き
米

穀
取
扱
事
業
者
等
の
手
持
米

や
政
府
所
有
米
穀
を
調
達
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
通
常
の
方
法
で
調
達
困

難
な
場
合
や
、
通
信
・
交
通

が
途
絶
し
て
い
る
場
合
に
は
、

県
又
は
市
長
か
ら
国
へ
要
請

す
る
仕
組
み
。
議
員
ご
案
内

の
、
本
市
が
民
間
事
業
者
と

締
結
す
る
食
料
供
給
に
関
す

る
協
定
に
つ
い
て
も
、
災
害

時
に
お
け
る
重
要
な
調
達
手

段
の
１
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

御
指
摘
の
、
１
か
月
か
ら
１

年
以
上
に
わ
た
り
本
土
か
ら

物
流
が
停
止
し
、
物
資
の
供

給
が
途
絶
え
る
よ
う
な
事
態

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
地
域

防
災
計
画
が
想
定
す
る
災
害

応
急
対
策
の
範
囲
を
大
き
く

超
え
る
も
の
で
あ
り
、
現
時

点
に
お
い
て
、
本
市
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
長
期
間
の
全
面

的
な
物
流
停
止
を
前
提
と
し

た
食
糧
調
達
計
画
や
具
体
的

な
対
策
・
取
組
を
有
し
て
い

る
も
の
で
は
な
い
。

ま
ず
は
、
地
域
防
災
計
画
に

基
づ
く
現
行
の
食
料
調
達
手

順
や
民
間
事
業
者
と
の
協
定

内
容
の
実
効
性
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
長
期
物
流
途
絶

へ
の
備
え
に
つ
い
て
は
、
本
市

単
独
で
完
結
で
き
る
課
題
で

は
な
い
た
め
、
国
や
県
、
関

係
団
体
等
と
の
連
携
も
含

め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

食
料
安
全
保
障
に
つ
い
て

叶 幸治
公明党

（産業建設委員）

問

令
和
７
年
６
月
に
も
質

問
し
た
港
航
路
内
の
土
砂
の

堆
積
問
題
の
対
応
に
つ
い
て

答

令
和
８
年
度
に
事
業
費

７
０
０
万
円
を
計
上
し
、
航

路
浚
渫
に
必
要
な
測
量
設
計

を
業
務
委
託
し
、
来
年
度
に

浚
渫
工
事
を
実
施
す
る
計

画
。
海
砂
の
譲
渡
活
用
は
、

土
質
や
品
質
等
を
確
認
し
検

討
す
る
。

問

名
瀬
ア
ー
ケ
ー
ド
街
の
活

用
に
つ
い
て

答

商
店
街
や
市
民
の
声
を

反
映
し
、
奄
美
商
工
会
議
所

や
行
政
も
一
緒
に
な
っ
て
イ
ベ

ン
ト
支
援
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
な
ど
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
多
世
代
交
流

の
場
を
設
け
、
市
民
に
親
し

ま
れ
賑
わ
い
と
元
気
を
創
出

す
る
支
援
を
続
け
て
い
く
。

問

高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て

答

サ
ー
ビ
ス
付
き
住
宅
は
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
住
ま
い
と
し
て
重

要
な
施
設
で
あ
る
。
高
齢
者

の
人
口
推
移
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
需
要
等
を
総
合
的
に
勘

案
し
、
高
齢
者
実
態
調
査
の

回
答
を
精
査
し
、
国
の
各
種

支
援
制
度
や
民
間
活
力
の
活

用
も
含
め
て
研
究
し
て
い
く
。

問

お
達
者
長
寿
券
活
用
に

つ
い
て

答

こ
れ
ま
で
の
活
用
に
加
え

て
、
新
た
に
補
聴
器
代
の
購

入
補
助
券
と
し
て
活
用
が
可

能
と
な
っ
た
。

問

住
用
・
笠
利
地
域
創
生

戦
略
進
捗
状
況

答

【
住
用
】
①
防
災
訓
練

を
実
施
②
こ
ど
も
園
を
整
備

③
定
住
振
興
の
促
進

【
笠
利
】
①
空
き
家
調
査
を

実
施
②
農
業
体
験
に
よ
る
経

済
活
性
化
③
防
災
訓
練
で
警

察
、
消
防
、
自
衛
隊
と
連
携

を
強
化

ま
た
、
両
地
区
で
庁
内
備
蓄

品
点
検
を
実
施
し
た
。

赤
木
名
港
の
地
形
変
動
の

対
応
に
つ
い
て

泉 義昭
無所属

（産業建設委員長）

問

公
共
施
設
及
び
今
後
廃

校
に
な
る
学
校
施
設
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
活
用
に
つ
い
て

答

既
存
施
設
を
有
効
活
用

す
る
観
点
か
ら
、
民
間
企
業

や
団
体
等
の
豊
富
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
た
提
案
を
柔
軟

に
取
り
入
れ
る
。

問

小
中
学
校
に
お
け
る
給

水
機
の
設
置
に
つ
い
て

答

児
童
の
水
分
補
給
は
熱

中
症
予
防
や
学
習
効
率
の
維

持
に
も
直
結
す
る
重
要
な
取

組
。
給
水
機
の
導
入
は
、
維

持
管
理
や
安
全
面
・
衛
生
面

の
課
題
を
整
理
し
検
討
す
る
。

問

小
中
学
校
に
お
け
る
包

括
的
性
教
育
に
つ
い
て

答

健
康
増
進
課
で
は
、
保

健
師
と
助
産
師
が
ペ
ア
で
性

に
関
す
る
保
健
講
座
を
実
施

し
て
い
る
。

「
奄
美
群
島
包
括
的
性
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
性
に
関

す
る
指
導
へ
の
専
門
性
が
あ

り
学
校
で
の
指
導
に
携
わ
る

医
療
従
事
者
が
限
ら
れ
て
い

る
奄
美
群
島
で
は
講
師
の
招

へ
い
を
希
望
す
る
学
校
が
等

し
く
学
習
機
会
を
得
ら
れ
て

お
ら
ず
、
「
奄
美
群
島
性
教

育
講
師
バ
ン
ク
」
か
ら
の
提

案
を
受
け
て
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
背
景
に
は
、
性
感
染
症

や
予
期
せ
ぬ
妊
娠
、
S
N
S

ト
ラ
ブ
ル
、
性
の
多
様
性
へ

の
理
解
不
足
な
ど
、
子
供
た

ち
を
取
り
巻
く
課
題
の
複
雑

化
が
あ
る
。
学
校
間
の
学
習

機
会
の
格
差
解
消
や
専
門
的

で
質
の
高
い
性
教
育
を
期
待

す
る
。
本
市
で
は
小
中
学
校

１８
校
に
延
べ
２６
回
講
師
派
遣

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
教
育

委
員
会
が
学
校
と
調
整
等
を

行
い
、
健
康
増
進
課
、
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
、
医
療
機

関
等
と
連
携
し
、
医
学
的
な

知
見
、
母
子
保
健
、
家
庭
支

援
、
相
談
支
援
な
ど
専
門
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
子
供
た

ち
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
る
。

問

補
聴
器
購
入
費
助
成
制

度
導
入
に
つ
い
て

答

本
年
度
よ
り
ご
長
寿
応

援
券
の
利
用
対
象
に
補
聴
器

購
入
を
追
加
。
調
査
研
究
し

助
成
制
度
の
検
討
を
行
う
。

市
民
生
活
に
つ
い
て

栄 ヤスエ
公明党

（産業建設委員）

▲ 堆積した海砂の様子
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問

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
整
備

の
進
ち
ょ
く
状
況
と
、
完
成

後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
期
待
す

る
こ
と
か
ら
全
地
区
整
備
の

早
期
完
了
を
望
む

答

第
１
回
公
募
の
契
約
締

結
か
ら
約
６
年
経
過
。
全
て

の
土
地
区
画
の
売
却
は
完
了

済
み
だ
が
、
現
時
点
で
建
築

工
事
未
着
手
の
事
業
者
も
あ

る
。
土
地
売
買
契
約
書
に
引

渡
し
の
日
か
ら
３
年
以
内
の

工
事
着
手
と
あ
る
が
、
や
む

を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認

め
承
認
さ
れ
た
場
合
は
２
年

を
限
度
に
延
長
も
可
能
。
こ

の
間
の
コ
ロ
ナ
禍
や
建
築
資

材
等
の
物
価
高
騰
、
世
界
情

勢
等
に
よ
る
資
材
調
達
困
難

な
ど
事
業
計
画
変
更
の
相
談

も
あ
り
、
そ
の
都
度
内
容
を

確
認
し
て
い
る
。
マ
リ
ン
タ
ウ

ン
地
区
は
中
心
市
街
地
の
に

ぎ
わ
い
創
出
や
奄
美
群
島
の

交
流
拠
点
と
し
て
港
湾
機
能

を
有
す
る
重
要
な
地
区
。
地

区
全
体
の
整
備
が
着
実
に
進

む
よ
う
努
め
る
。

問

主
に
自
転
車
ル
ー
ル
に
関

す
る
道
路
交
通
法
が
改
正
さ

れ
た
。
１６
歳
以
上
の
高
校
生

を
は
じ
め
小
中
学
生
に
対
し

て
も
行
政
と
警
察
等
が
連
携

し
た
対
応
に
努
め
る
べ
き

答

近
年
の
全
交
通
事
故
に

占
め
る
自
転
車
関
連
事
故
の

割
合
が
増
加
す
る
な
か
、
本

制
度
の
趣
旨
や
多
く
の
違
反

行
為
の
内
容
が
適
切
に
市
民

の
皆
様
の
理
解
に
つ
な
が
る

こ
と
が
重
要
。
ま
た
交
通
反

則
通
告
制
度

（青
切
符
）
の

適
用
は
１６
歳
以
上
だ
が
、
小

中
学
校
か
ら
法
改
正
の
内
容

を
踏
ま
え
た
交
通
安
全
教
室

の
実
施
要
望
も
あ
る
。
今
後

も
警
察
と
連
携
し
た
対
応
を

行
う
。

問

警
察
や
自
治
体
責
任
と

し
て
、
特
に
標
識
や
道
路
標

示
の
白
線
、
停
止
線
な
ど
交

通
イ
ン
フ
ラ
整
備

（
補
修
含

む
）
を
同
時
進
行
で
取
組
ん

で
ほ
し
い

答

今
後
も
警
察
と
連
携
を
一

層
強
化
し
、
交
通
安
全
施
設

の
充
実
に
努
め
、
安
全
で
安

心
な
道
路
交
通
環
境
の
確
保

に
取
組
む
。

「マ
リ
ン
タ
ウ
ン
地
区
」
の

整
備
状
況
を
う
か
が
う

竹山 耕平
自民党新政会

（文教厚生委員）

問

あ
や
ま
る
ソ
テ
ツ
ジ
ャ
ン

グ
ル
に
つ
い
て

答

薬
剤
散
布
や
被
害
葉
切

除
等
の
対
策
を
行
っ
て
い
る

が
、
公
園
全
体
に
被
害
が
拡

散
し
て
い
る
状
況
。
令
和
７

年
４
月
と
５
月
初
旬
に
マ
ツ

グ
リ
ー
ン
液
剤
２
の
薬
剤
散

布
、
５
月
下
旬
に
重
点
警
戒

区
域
に
マ
ツ
グ
リ
ー
ン
２
と

ト
レ
ボ
ン
乳
剤
散
布
、
１２
月

に
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
、

マ
シ
ン
油
の
薬
剤
散
布
を
実

施
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
繁

殖
力
が
高
く
、
改
善
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
県

と
連
携
し
、
実
証
実
験
と
し

て
よ
り
効
果
が
見
込
ま
れ
る
、

実
験
中
の
薬
剤
散
布
を
予
定

し
て
い
る
。

問

ソ
テ
ツ
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

答

ま
ず
は
防
除
対
策
を
実

施
し
、
以
前
の
よ
う
な
景
観

に
近
付
け
る
よ
う
に
努
め
、

ソ
テ
ツ
の
新
植
や
ア
ダ
ン
の

植
栽
等
に
つ
い
て
は
状
況
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問

ソ
テ
ツ
の
種
の
保
存
を
考

え
て
い
る
か

答

ソ
テ
ツ
は
奄
美
の
歴
史
や

文
化
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
重

要
な
植
物
で
あ
る
。
被
害
状

況
や
専
門
家
の
助
言
を
踏
ま

え
、
種
や
子
株
の
保
存
に
つ

い
て
関
係
機
関
と
協
力
し
、

保
存
・
保
全
の
方
法
を
検
討

す
る
。

問

農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
種

子
や
子
株
を
育
て
ら
れ
な
い

か答

研
修
セ
ン
タ
ー
は
農
業
研

修
や
技
術
指
導
、
農
業
者
支

援
を
主
な
目
的
と
し
て
お
り
、

植
物
の
長
期
保
存
や
増
殖
を

行
う
施
設
で
は
な
い
。

問

台
湾
有
事
で
は
日
本
有

事
が
あ
る
の
か

答

本
市
と
し
て
は
、
い
た
ず

ら
に
市
民
の
不
安
を
煽
る
こ

と
な
く
、
し
か
し
な
が
ら
万

が
一
の
事
態
に
備
え
る
と
い
う

考
え
の
も
と
、
国
・
県
・
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

市
の
国
民
保
護
計
画
に
基
づ

く
情
報
伝
達
、
避
難
誘
導
、

救
援
体
制
等
の
確
認
に
努
め

る
。

ソ
テ
ツ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の

被
害
対
策
に
つ
い
て

西 忠男
参政党

（産業建設委員）

問

全
庁
業
務
量
調
査
か
ら

見
え
た
課
題
と
効
率
化
へ
の

取
組
は
何
か

答

正
規
職
員
が
ノ
ン
コ
ア
業

務
を
担
う
割
合
が
46
.
3
％
、

紙
の
作
業
が
64
.
4
％
と
い

う
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
。
今
年
度
か
ら
業
務
改
善

支
援
ツ
ー
ル
を
導
入
し
て
可

視
化
を
図
る
ほ
か
、
R
P
A

や
A
I
‐
O
C
R
等
を
活
用

し
た
働
き
方
改
革
を
推
進
す

る
。
シ
ス
テ
ム
利
用
に
よ
る

業
務
削
減
4
0
0
0
時
間
を

目
標
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

拡
充
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を

進
め
る
。

問

教
職
員
の
確
保
や
資
質

向
上
へ
の
対
応
は

答

教
職
員
の
採
用
・
研
修

は
県
が
主
体
だ
が
、
大
島
教

育
事
務
所
と
連
携
し
、
情
報

共
有
や
郷
友
会
で
の
呼
び
か

け
等
に
よ
る
周
知
拡
大
に
努

め
る
。
ま
た
潜
在
的
候
補
者

向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
周
知

や
年
３
回
の
新
規
採
用
者
研

修
を
行
う
。
教
職
員
不
足
解

消
に
は
働
き
方
改
革
が
不
可

欠
。
超
過
勤
務
の
把
握
や
定

時
退
庁
日
の
設
定
、
部
活
動

の
地
域
展
開
、
行
事
の
見
直

し
等
に
よ
る
業
務
改
善
を
推

進
す
る
。

問

教
育
施
設
の
老
朽
化
対

策
と
今
後
の
取
組
は

答

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
改
修
を
進
め
て
い
る
。
今

年
度
か
ら

「公
共
施
設
包
括

管
理
業
務
委
託
」
を
開
始
し

修
繕
に
も
迅
速
に
対
応
で
き

て
い
る
。
今
後
は
児
童
生
徒

数
減
少
に
伴
う
学
校
規
模
の

見
直
し
や
、
照
明
の
L
E
D

化
、
屋
内
運
動
場
へ
の
空
調

設
備
設
置
な
ど
新
た
な
課
題

に
、
国
の
補
助
金
等
を
活
用

し
て
計
画
的
に
対
応
す
る
。

問

特
定
居
住
促
進
計
画
の

策
定
状
況
と
今
後
の
予
定
は

答

国
の
制
度
確
認
や
先
行

事
例
調
査
、
関
係
課
と
の
協

議
準
備
中
。
今
後
は
区
域
設

定
や
基
本
方
針
を
作
成
し
、

関
係
課
と
の
協
議
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
年
内

策
定
を
目
指
す
。
有
識
者
に

よ
る
協
議
会
も
設
置
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
組
む
。

全
庁
業
務
量
調
査
の
課
題
と

業
務
効
率
化
の
推
進

瀧 真一郎
無所属

（総務企画委員）
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議案等番号 件名 議決結果 付託委員会

令和７年度奄美市一般会計予算繰越明許費繰越計算書

令和７年度奄美市一般会計予算事故繰越し繰越計算書

令和７年度奄美市水道事業会計予算繰越計算書

令和７年度奄美市下水道事業会計予算繰越計算書

令和７年度奄美市債権管理条例第１７条第１項に伴う債権放棄報告書

専決処分の報告について
（専決第３号　市営住宅の家賃滞納に係る訴え提起前の和解申立てについて）

専決処分の報告について
（専決第５号　和解及び損害賠償の額を定めることについて）

報 告
第 ２ 号

専決処分の承認を求めることについて
（専決第４号　奄美市税条例の一部を改正する条例の制定について）

承認 本会議

議 案
第 51 号

令和８年度奄美市一般会計補正予算 （第１号） について 原案可決 全委員会

議 案
第 52 号

令和８年度奄美市国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算 （第１号） について 原案可決 文教厚生

議 案
第 53 号

地方自治法の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 原案可決 総務企画

議 案
第 54 号

奄美市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 総務企画

議 案
第 55 号

奄美市農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 産業建設

議 案
第 56 号

奄美市任期付市費負担教職員の採用、 給与及び勤務条件等に関する条例を廃止する条例の制定につい
て

原案可決 文教厚生

議 案
第 57 号

奄美市福祉住宅条例の制定について 原案可決 文教厚生

議 案
第 58 号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 原案可決 総務企画

議 案
第 59 号

奄美市道路線の廃止及び認定について 原案可決 産業建設

議 案
第 60 号

令和８年度奄美市一般会計補正予算 （第２号） について 原案可決 産業建設

議 案
第 61 号

固定資産評価員の選任について 同意 本会議

議 案
第 62 号

人権擁護委員候補者の推薦について 同意 本会議

議 案
第 63 号

人権擁護委員候補者の推薦について 同意 本会議

議 案
第 64 号

監査委員の選任について 同意 本会議

発 議
第 １ 号

義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書の提出について 原案可決 本会議

発 議
第 ２ 号

米軍機オスプレイによる奄美市上空の低空飛行訓練の中止及び騒音測定体制の拡充を求める意見書につ
いて

原案可決 本会議

第 2 回定例会の議案

受理番号 件名 提出者 議決結果 付託委員会

陳 情
第 １ 号

ゆたかな学びの実現 ・ 教職員定数改善をはかるための、
2027 年度政府予算に係る意見書採択の陳情について

長瀬　爽 継続審査 文教厚生

陳 情
第 ２ 号

義務教育費国庫負担制度の負担率の引き上げをはかるため

の、 2027 年度政府予算に係る意見書採択の陳情について
長瀬　爽 採択 文教厚生

陳 情
第 ３ 号

重ねて、 米軍機オスプレイの奄美市上空の飛行禁止を求める

陳情書

オスプレイに怯える市民有志の会 

共同代表 上原 恵美子 ・ 森山 もと子
採択 総務企画

請願 ・ 陳情の状況
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賛否が分かれた案件

【 

●
白
票
数 

】

1

【 

●
反
対
数 

】

8

【 
○
賛
成
数 

】

12

議員名 （議席番号順）

川
口　

幸
義

●

竹
山　

耕
平

●

伊
東　

隆
吉

●

奥　

晃

郎

●

与　

勝

広

○

栄　

ヤ
ス
エ

○

多
田　

義
一

-

奥　

輝

人

●

﨑
田　

信
正

○

永
田　

清
裕

●

泉　

義

昭

●

前

田　

要

○

盛

剛

●

叶　

幸

治

○

大
庭　

梨
香

○

幸
多　

拓
磨

○

弓
削　

洋
平

○

正
野　

卓
矢

○

瀧　

真
一
郎

○

帶
屋　

誠
二

○

西　

忠

男

●

朝
木　

一
仁

○

議案番号・件名

陳情第 3 号　重ねて、 米軍機オスプレイ

の奄美市上空の飛行禁止を求める陳情

書

賛否が分かれた案件を議員ごとに掲載しています。 （ ○は賛成 ・●は反対または白票　※白票の場合は反対とみなします。）  
※多田義一議員は議長職のため、 表決権はありません。 　

総
務
企
画
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

【文教厚生】 6 月 23 日

【産業建設】 6 月 24 日

【総務企画】 6 月 25 日

問

住
用
地
区
学
校
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

答

新
学
校
の
校
名
を
住
用
町
民
の
方
へ

募
集
し
、
校
名
が
決
ま
り
次
第
、
校
章
及

び
校
歌
歌
詞
作
成
業
務
の
公
募
を
か
け

る
。
令
和
９
年
４
月
開
校
を
目
標
に
進
め

て
い
る
。

令
和
８
年
度
奄
美
市
一
般
会
計
補
正

予
算

｟第
１
号
｠

第 2回定例会

常任委員会

問

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
パ
ー
ク
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事

（２
６
７
０
万
円
）
に
つ
い
て

答

当
初
予
算
と
合
わ
せ
て
事
業
費
は
総

額
１
億
２
６
７
０
万
円
と
な
る
。
来
年
度

以
降
に
予
定
し
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
改
修

の
前
倒
し
実
施
の
検
討
や
、
外
国
人
観
光

案
内
の
対
応
強
化
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
や
免
税
店
の

設
置
を
目
指
す
。

問

集
落
ラ
イ
フ
ガ
イ
ド
作
成
業
務
の
作

成
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

答

笠
利
地
区
の
集
落
の
ル
ー
ル
や
習
慣
、

行
事
や
重
要
な
場
所
等
を
示
し
た
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
事
前
に
移
住
希
望
者

へ
集
落
の
ル
ー
ル
や
特
性
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
、
移
住
の
際
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
軽

減
を
図
り
、
集
落
側
も
受
入
れ
ル
ー
ル
を

可
視
化
す
る
こ
と
で
、
円
滑
な
受
入
れ
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
奄
美
市
一
般
会
計
補
正

予
算

｟第
１
号
｠

産
業
建
設
委
員
会

令
和
８
年
度
奄
美
市
一
般
会
計
補
正

予
算

｟第
１
号
｠

問

本
場
奄
美
大
島
紬
購
入
費
等
助
成
金

（
４
０
０
万
円
）
の
助
成
率
と
助
成
上
限

額
の
拡
充
つ
い
て

答

新
成
人
助
成
率
は
４０
％
か
ら
５０
％
へ
、

上
限
額
は
２０
万
円
か
ら
２５
万
円
へ
、
一
般

助
成
率
は
２０
％
か
ら
３０
％
へ
、
上
限
額
は

１０
万
円
か
ら
１５
万
円
へ
拡
充
し
た
。

　左記の日程で議案について
　審査しました。
　委員会の審査について一部
　ご紹介します。

討論 ～ 一部抜粋してご紹介します ～

問

辺
地
計
画
の
策
定
、
更
新
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て

答

継
続
し
て
辺
地
債
を
活
用
す
る
た
め

に
は
、
新
た
に
５
か
年
の
総
合
整
備
計
画

の
策
定
が
必
要
と
な
る
。
毎
年
度
末
に
行

わ
れ
る
辺
地
状
況
調
査
に
よ
っ
て
算
出
さ

れ
る
辺
地
度
数
を
も
っ
て
、
辺
地
の
対
象

に
な
る
こ
と
を
確
認
の
上
、
６
月
議
会
に

上
程
し
て
い
る
。

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

【
説
明
】
国
の
小
学
校
学
級
編
制
基
準
が

３５
人
へ
引
下
げ
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、

市
費
負
担
教
職
員
の
配
置
及
び
該
当
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
。

問

今
後
児
童
が
３６
名
以
上
に
な
り
２
学

級
と
な
っ
た
場
合
、
県
の
教
員
配
置
で
賄

え
る
の
か

答

賄
え
る

（市
費
で
の
対
応
は
不
要
）。

奄
美
市
任
期
付
市
費
負
担
教
職
員
の

採
用
、
給
与
及
び
勤
務
条
件
等
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

奥　晃郎　議員　【反対】

　オスプレイは各種事態発生時の米軍輸送や大規模災害時の救助・人道支援を担う重要な航空機であり、 任務遂行のため奄美上空を含む飛行訓練

が必要。 低空飛行の騒音については、 空港近くや鉄道道路沿線に居を構える方々の騒音振動と同様の問題ではないか。 また、 意見書案の作成にあ

たり、 陳情の一部表現の削除等が議論となっていた。 そのような陳情を市議会として採択しても良いものか。

﨑田　信正　議員　【賛成】

　オスプレイに関する陳情はこれまでにも多く出されている。 今回の陳情の件名は 「重ねて」 という文字から始まっており、 事態が一層ひどくなってい

ることからの心の叫びとも言えるのではないか。 今回の陳情は、 私たちの町の上を低空飛行はやめていただきたいという、 せめてもの願いを込めた

ものだと受け止めている。 住民の安心安全を担保することが、 議会あるいは議員の務めだと強く思う。

永田　清裕　議員　【反対】

　オスプレイの飛行に伴う騒音等について改善を求め、 安心して暮らせる生活環境を確保することに異論はないが、 この陳情趣旨には件名とはかけ離

れた、 看過できない表現がある。 日米共同の防衛力や抑止力を完全否定する内容や米軍の戦争の記述もある。 オスプレイ問題とはかけ離れた陳情

趣旨となっていることが最大の問題。
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常任委員会所管事務調査報告

参加委員

帶屋 誠二 / 大庭 梨香 / 瀧 真一郎 / 弓削 洋平 / 盛 剛 / 永田 清裕 / 多田 義一 / 奥 晃郎

調査場所と調査事項

〇大和市文化創造拠点シリウス 【神奈川県大和市】

   大和市文化創造拠点シリウスについて 【①】

〇厚木市役所 【神奈川県厚木市】

   ①公共施設最適化基本計画 ・ 個別施設計画の取組み

      について

　 ②復興事前準備 ・ 事前復興まちづくり計画の取組み

      について 【②】

〇小田原市役所 【神奈川県小田原市】

   脱炭素社会の実現に向けた取り組みについて 【③】

① ②

③

　奄美市議会には 3 つの常任委員会があり、 それぞれの委員会に分けて市政について専門的に審議

しています。 各委員会では、 他の自治体等が実施している先進事例を参考にするため、 1 年に 1 回、

実際に現地を訪問し、 調査を行っています。

（※委員の派遣については、 調査の内容等を議会本会議において諮り、 許可しております。）　

参加委員

泉 義昭 / 伊東 隆吉 / 西 忠男 / 正野 卓矢 / 叶 幸治 / 栄 ヤスエ

調査場所と調査事項

〇沼津市役所 （静岡県沼津市）　沼津市リノベーションまちづくりについて 【④】

〇熱海市役所 （静岡県熱海市）　観光振興について 【⑤】

〇相模原市役所 （神奈川県相模原市）　オーガニックビレッジ宣言について 【⑥】

④ ⑤ ⑥

参加委員

幸多 拓磨 / 与 勝広 / 朝木 一仁 / 奥 輝人 / 竹山 耕平 / 川口 幸義

調査場所と調査事項

〇明石市役所 【兵庫県明石市】

   ５つの無料化の効果や課題について

   こども総合支援条例について 【⑦】

〇豊島区終活あんしんセンター

   【東京都豊島区】

   豊島区終活あんしんセンターについて
                                                                    【⑧】

⑧

総
務
企
画
（５
／
１１ 

～ 

５
／
１４
）

産
業
建
設
（５
／
１2 

～ 

５
／
１5
）

文
教
厚
生
（５
／
２６ 

～ 

５
／
２９
）

　本年 6 月に開催された第 102 回全国市議会議長会定期総会にお

いて、 﨑田信正議員が 25 年、 奥輝人議員が 20 年の永年在職議員

表彰を受けられましたので、 表彰状の伝達式を行いました。

（※与勝広議員は党の方針により、 25 年永年在職議員表彰を辞退されま

した。）

　また、 同日の総会で、 奥輝人議員と多田義一議長が全国市議会議

長会の評議員を務められたことに対する感謝状も贈呈されましたの

で、 表彰状の伝達式に引き続き、 感謝状の伝達式も行いました。

永年在職議員表彰

⑦
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令和 7 年度　政務活動費報告
（令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月）

　議員１人当たり２７万円 （月額２万２，５００円×１２か月分） が交付されました。

　全体交付申請額５９４万円のうち３８８万円 （６５％） を、 奄美市議会議員としての調査研究等のために活

用しました。

・政務活動費は、 調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として、 会派または議員個人に交付されるもの

です。

・奄美市では年度初めに1年分を交付しており、 会派または議員は、 年度終わりに年間の収支報告書などを議長に提出し

ています。 なお、 支出額が上限に達しない場合、 残金は市へ返還されます。

・紙面の都合上、 支出がなかった使途項目は省略しています。

・四捨五入の関係で、 構成比等の合計が一致しない場合があります。

・収支報告書などの資料を閲覧することができます。 資料の閲覧を希望される方は、 議会事務局までお越しください。

項　目

〈　支　出　額　の　使　途　〉
支出額の

合計

政務活動
費の

支出額

市への
返還金調査

研究費
研修費 広報費　　

要望陳情
活動費

会議費
資料

作成費
資料

購入費
事務所

費

朝木　一仁 96,280 1,535 82,453 180,268 180,268 89,732

西　忠男 115,530 15,585 24,282 155,397 155,397 114,603

帶屋　誠二 112,540 4,200 14,278 131,018 131,018 138,982

瀧　真一郎 70,550 166,176 32,310 269,036 269,036 964

正野　卓矢 116,680 116,680 116,680 153,320

弓削　洋平 96,280 27,173 69,040 192,493 192,493 77,507

幸多　拓磨 69,080 4,184 44,880 192,000 310,144 270,000 0

大庭　梨香 44,200 38,343 33,000 115,543 115,543 154,457

叶　幸治 0 0 270,000

盛　剛 211,767 211,767 211,767 58,233

前田　要 0 0 270,000

泉　義昭 78,830 196,218 275,048 270,000 0

永田　清裕 114,220 56,179 25,880 196,279 196,279 73,721

日本共産党 56,646 228,000 284,646 270,000 0

奥   輝人 256,937 8,400 265,337 265,337 4,663

多田  義一 100,000 100,000 100,000 170,000

栄　ヤスエ 44,200 16,372 44,472 105,044 105,044 164,956

与   勝広 135,891 135,891 135,891 134,109

奥   晃郎 112,540 96,000 208,540 208,540 61,460

伊東  隆吉 149,530 4,895 69,890 224,315 224,315 45,685

竹山　耕平 219,302 42,710 57,480 319,492 270,000 0

川口　幸義 43,640 99,260 50,634 193,534 193,534 76,466

総　計 1,167,659 100,000 801,617 42,710 78,830 766,011 613,645 420,000 3,990,472 3,881,142 2,058,858

構　成　比 29.3% 2.5% 20.1% 1.1% 2.0% 19.2% 15.4% 10.5% 100.0%

（単位 ： 円）
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皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
朝
木
一
仁
で
す
。
会
派
構

成
の
変
更
に
伴
い
、
前
号
の
途
中
か
ら
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
よ
り
分
か

り
や
す
く
親
し
ま
れ
る
紙
面
作
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

　

今
年
の
夏
は
、
例
年
の
奄
美
の
熱
気
に
加
え
、
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
開
催
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

以
前
、
奄
美
を
訪
れ
た
森
保
監
督
率
い
る
日
本
代
表
の
、

あ
と
一
歩
に
迫
る
大
健
闘
に
は
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
熱
戦
か
ら
勇
気
を
も
ら
う
一
方
で
、
私
た
ち

の
足
元
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
相
次
ぐ
自
然

災
害
や
物
価
高
騰
は
、
離
島
で
あ
る
本
市
の
市
民
生
活

や
経
済
活
動
に
直
結
す
る
切
実
な
課
題
で
す
。

　

6
月
定
例
会
で
は
17
名
の
議
員
が
幅
広
い
分
野
か
ら

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
新
年
度
最
初
の
議
会
と
し

て
新
た
な
部
長
陣
も
答
弁
に
臨
み
、
生
活
支
援
や
課
題

解
決
に
向
け
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
市
議
会
一
同
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
し
、

全
力
で
市
政
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【朝
木　

一
仁
】

　【５月】

　　４日 横浜DeNAベイスターズ奄美デー

　　８日 政策立案推進会議

　１１日 総務企画委員会所管事務調査（～１４日）

　１２日 産業建設委員会所管事務調査（～１５日）

　１９日 奄美群島市町村議会議員大会

　２６日 文教厚生委員会所管事務調査（～２９日）

　　　　 鹿児島県市議会議長会臨時総会

　２７日 全国市議会議長会定期総会・各委員会

　　　　 合同会議

　２９日 鹿児島県市町村連携会議（オンライン）

 【６月】  

　　４日 議会運営委員会

　１５日 議会運営委員会、第２回定例会開会、

　　　　 全員協議会、議員定数・報酬等特別

　　　　 委員会、会派代表者会

　１６日 一般質問（～１９日）

　２２日 本会議、全員協議会、委員長・副委員長

　　　　 定例会、政策立案推進会議

　２３日 文教厚生委員会

　２４日 産業建設委員会

　２５日 総務企画委員会

 【７月】

  　７日 議会運営委員会、最終本会議、会派代表

　　　　 者会、地域医療の現状に関する勉強会

　　９日 全国ハンセン病所在市町連絡協議会総会

　１０日 全国市議会議長会地方財政委員会

　１４日 沖縄奄美連合会情報交換会

　１５日 奄美・やんばる広域圏交流推進協議会総会

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （～１６日）

　１７日 全国離島振興市町村議会議長会総会

　　　　　　　　　　　　　　　　 （オンライン）

　２０日 奄美群島共創連携推進センター設置記念

　　　　 式典

　２３日 議会運営委員会、鹿児島県市議会議長会

　　　　 定期総会（～２４日）

　２６日 東京名瀬会総会・懇親会、「奄美大島、

　　　　 徳之島、沖縄島北部及び西表島」世界

         自然遺産登録5周年記念シンポジウム

　２７日 全国市議会議長会地方財政委員会要望活動

　３０日 議会だより編集委員会

　　　　 奄美まつり（～８月２日）

議会の動き

編集あとがき

第 3回定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

開会

6 7 8 9 10 11 １2

一般質問 本会議

１3 １4 １5 １6 １7 １8 19

常任委員会

２0 ２1 ２2 ２3 ２4 ２5 ２6

２7 ２8 29 30

最終
本会議

令和 8 年 9 月

市 議 会 だ よ り

会編 集 委 員

 

【委
員
長
】

　
　
　
　

﨑
田　

信
正

 

【
副
委
員
長
】

　
　
　
　

西　

忠
男

 

【
委
員
】

　
　
　
　

朝
木　

一
仁

　
　
　
　

帶
屋　

誠
二

　
　
　
　

叶　

幸
治

　
　
　
　

盛　

剛

　
　
　
　

伊
東　

隆
吉

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 １0

決算委員会

11 12 13 14 15 16 17

決算
委員会

令和 8 年 10 月

　令和 8 年 4 月 1 日付けで、 新たな会派と

して 「参政党」 が結成されました。

　このことに伴い、 議会運営委員会の委員と

して西 忠男 議員が新たに選任されました。

会派結成に伴う委員会構成変更のお知らせ


